

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図7 5動詞の対応関係 カテゴリウエイト （CollegeAnalysis数量化Ⅲ類）
図8 5動詞の対応関係 個体ウエイト （CollegeAnalysis数量化Ⅲ類）
また，以上の下調べから，動詞性が高いと考えられる語で構成されている意味分野の5語を特定
し，それらの5語の文中での使用形態における使用上の傾向を，その頻度情報を元に統計的に分析
することで，動詞寄りの転成名詞の特徴が特定できるか試みた。結果，転成名詞の意味と，使用上
の形態には関連性があり，使用形態には，個々の語を特徴づける傾向があることが確認できた。使
用形態の頻度から，使用傾向と意味分野別の傾向がある程度推測できることが確認できたことは，
今後の調査の上で，興味深い示唆が得られたと言える。さらに，形態的な特徴が，1つの明確な傾
向としてではなく，複数の条件が重なった形でなら提示できそうではないかとも考えられた。今後
の分析の際の検討事項である。
今後，さらに，詳細な検証を続けることにより，初中級以上の日本語学習者に，使用上の注意を
リスト化するなどの方法で有益な情報を与えられる可能性が考えられるが，本稿での考察は，まだ，
形態面からの分析を試みた程度で，一般化するまでには足りない情報が多い。今後は，まず，今回
取り上げた意味分野の語を増やして同様の検証を行った上で，別の意味分野の傾向と比較すべきで
ある。また，他の意味分野との比較を通して，各意味分野の特徴として現れてくる使用形態につい
ての概要をまとめ，抽象化，ならびに，一般化を行う必要がある。さらに，指導に利用するために
は，一般化した情報の意味分野別，形態別リスト化を行う必要もあるだろう。課題は多い。
本稿は，2015年度統計数理研究所共同研究利用における研究会にて発表した内容を加筆修正したものである。
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添付資料
松村一登講義資料（言語学概論，形態論の資料）より
http://www.kmatsum.info/lec/meziro/morphology/wordformation2.html（2015.12訪問）
転成名詞の意味の類型
9．動作・作用など
ａ．動作・作用そのもの（～スルコト）
泳ぎ，釣り，笑い，のぞき，揺れ，守り，おどし，ささやき，しくじり，ひったくり，取り調べ，
貸し出し，貸しきり，繰り上げ，乗り換え
ｂ．動作・作用の内容
考え，教え，読み，話，語り，望み，楽しみ，たくらみ，願い，悩み，祈り，勤め
ｃ．動作・作用のありさま・方法・程度・具合・感じなど
暮らし，構え，育ち，成り立ち，付き（が回ってくる），滑り（がいい），すわり（が悪い），出来
（がいい），当たり（が柔らかい）
10．動作・作用の所産・結果
ａ．他動詞から
写し，控え（をとる），包み，貯え，稼ぎ，もうけ，見積もり，きざみ（たばこ），握り（寿司），
ちらし（を配る），借り／貸し（がある），彫り，飾り，おろし，盛り（そば），（鯵の）開き，（鰹
の）たたき，煮込み，差し入れ，書き置き，書き下ろし，盛り合わせ，綴じ込み，割り当て
ｂ．自動詞から
（落語の）落ち，余り，残り，固まり，聞こえ，響き，氷，しみ（染），はげ，腫れ，（肌の）荒れ，
へこみ，ゆがみ，破れ，ひび割れ，むくみ，かぶれ，吹きこぼれ，ほころび，よごれ，誤り，狂
い（がない），へだたり，ずれ，違い，入り（が悪い）
11．動作・作用の主体
ａ．人をあらわす
忍び，もぐり，迎え，（落語の）取り，見張り，見習い，手伝い，付き添い，取り巻き，呼び出し
（相撲），飛び入り，跳ねっ返り，欲張り
ｂ．人以外
流れ，群れ，妨げ，支え，浮き，代わり，続き，つぼみ，しがらみ，おまもり，お化け，生まれ
変わり
12．動作・作用の受け手
○つまみ，開き，引き出し，引っかかり，ねじ，合わせ，まわし，まとい，重ね，連れ，連れ合い，
たより（にする）
13．動作・作用の手段・道具
○はかり，はたき，はさみ，ふるい，つなぎ，しぼり（カメラ），こやし，せき（堰，関），囲い，お
はらい，お弔い，おひろめ，（お）祭り
14．動作・作用の行なわれる場所
○（文の）はじめ／終わり，通り，渡し，（町の）はずれ，（地の）果て，とまり（宿，港），張り出し
（窓），受け付け，（台所の）流し，まわり，振り出し（すごろく），書き出し，並び（にある），かく
し（ポケット）
15．動作・作用の行なわれる時間
○暮れ，始まり／終わり，行き／帰り，休み，締め切り，はね（終演），（彼岸の）入り，お開き
更新日：2003/11/09－Copyright2003byKazutoMatsumura
形態別使用頻度に基づく転成名詞の意味分類一考
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